
平成 26 年度	
 

HIV 感染症薬物療法認定薬剤師・HIV 感染症専門薬剤師認定試験	
 

出題基準と範囲	
 
	
 

(1)	
 HIV 感染症の基礎	
 

①	
 HIV 感染症の概略について説明できる。	
 

	
 ②	
 HIV 感染症の検査法等について説明できる。	
 

③	
 針刺し事故対策について説明できる。	
 

	
 

(2)	
 HIV 感染症の臨床	
 

①	
 HIV 感染症の治療ガイドラインについて説明できる。	
 

（専門：海外のガイドラインを含む）	
 

②	
 HIV 感染症と最新の薬物療法を含めその変遷について説明できる。	
 

	
 ③	
 日和見感染症とその治療について説明できる。	
 

④	
 性感染症治療とその治療について説明できる。	
 

⑤	
 免疫再構築症候群等のエイズ関連病変とその治療について説明できる。	
 

⑥	
 血友病とその治療について説明できる。	
 

⑦	
 HBV/HCV 重複感染問題とその治療について説明できる。	
 

⑧	
 HIV 感染症を有する妊婦・女性・小児・高齢者の特徴と問題について説明できる。	
 

⑨	
 HIV 感染症患者の長期療養・合併症について説明できる。	
 

	
 

(3)	
 HIV 感染症の薬物療法	
 

①	
 抗 HIV 薬に関する薬物動態、副作用、用法、用量、相互作用などの臨床薬理について説明できる。	
 

②	
 日和見感染症、性感染症治療に関する作用のメカニズム、副作用、用法、用量、相互作用などの臨

床薬理について説明できる。	
 

③	
 抗 HIV 薬の薬剤耐性について説明できる。	
 

④	
 開発中の抗 HIV 薬や日和見感染症治療に関する未承認薬について説明できる。	
 

（専門：海外における開発状況を含む）	
 

	
 

(4)	
 HIV 感染症の服薬指導とコミュニケーションスキル	
 

①	
 HIV 感染症患者に対する服薬指導について説明できる。	
 

②	
 服薬アドヒアランスの概念について説明できる。	
 

③	
 患者が自己決定に至る課程について説明できる。	
 

④	
 患者、チームスタッフとのコミュニケーションスキルについて説明できる。	
 

⑤	
 チームとの関わりについて説明できる。	
 

	
 

(5）HIV 感染症医療チームにおける薬剤師の役割	
 

①	
 HIV 感染症チームにおける薬剤師の役割を説明できる。	
 

② HIV 感染症治療の薬物療法に関する情報収集と評価を行うことができる。	
 
	
 

(6）HIV 感染症を取り巻く社会制度等	
 

	
 ①	
 HIV 感染症患者の動向について説明できる。	
 

（専門：海外における状況を含む）	
 

	
 ②	
 高額療養費制度や自立支援医療等、HIV 感染症治療に関連する医療制度について説明できる。	
 

	
 ③	
 日本の HIV/AIDS に関する医療体制について説明できる。	
 

④	
 薬害エイズについて説明できる。	
 

⑤	
 HIV 感染症の予防と教育について説明できる。	
 

	
 

(7）その他	
 

	
 ①	
 HIV 感染症に関する最新情報を得ることができる。	
 

（専門：海外における状況並びに英文解釈を含む）	
 

	
 



※カッコ内は専門薬剤師認定試験の出題基準と範囲に含まれる。	
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